
省

令

告

示

平成™›年˜˜月˜日 木曜日 (号外第™šŸ号)官 報
別
記
様
式
第
21（
第
2
1条
関
係
）

地
域
再
生
法
施
行
規
則
第
2
1条
第
９
項
に
係
る
確
認
を
し
な
い
旨
の
通
知
書年

月
日

会
社
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
殿

認
定
地
方
公
共
団
体
の
長
の
氏
名

印
年
月
日
付
け
の
地
域
再
生
法
施
行
規
則
第
2
1条
第
６
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
つ
い
て
、
下
記
の
理
由
に
よ

り
同
条
第
９
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
８
項
の
確
認
を
し
な
い
こ
と
と
し
た
の
で
通
知
し
ま
す
。

記
確
認
を
し
な
い
理
由

注
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
に
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
備
考
）
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
地
域
再
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
七
十
四
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成

二
十
四
年
十
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

第
十
八
条
の
十
五
第
八
項
第
四
号
中
「
第
四
項
に
規
定
す
る
」
を
「
当
該
特
定
中
小
会
社
の
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る

区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、同
条
第
七
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

法
第
三
十
七
条
の
十
三
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
株
式
会
社
は
、
地
域
再
生
法
施
行
規
則

第
十
八
条
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
株
式
会
社
と
す
る
。

第
十
八
条
の
十
五
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
四
項
第
二
号
中
「
前
条
第
八
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
」
を
「
前

条
第
九
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
地
域
再
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
七
十
四
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
二
十
四
年
十
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

２

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
財
務
省
令
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
条
第
二
項
中
「
第
十
八
条
の
十
五
第
八
項
」
を
「
第
十
八
条
の
十
五
第
九
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
一
条
中
「
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
第
十
八
条
の
十
五
第
九
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
」
と
あ
る
の

は
「
第
十
八
条
の
十
五
第
八
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
」
と
、
同
項
第
二
号
」
を
「
同
条
第
三
項
第
二
号
」
に
改

め
る
。

〇
財
務
省
令
第
六
十
四
号

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
三
十
七
条
の
十
三
第
一
項
第
四
号
及
び
第
二
項
並
び
に

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
五
条
の
十
二
第
一
項
第
八
号
の
規
定
に
基
づ

き
、
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日

財
務
大
臣

城
島

正
光

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
の
十
五
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

施
行
令
第
二
十
五
条
の
十
二
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
契
約
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
特

定
中
小
会
社
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
契
約
と
す
る
。

一

法
第
三
十
七
条
の
十
三
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
株
式
会
社
に
該
当
す
る
特
定
中
小
会
社

当
該
特
定
中
小
会
社
と
の
間
で
締
結
す
る
特
定
株
式
に
係
る
投
資
に
関
す
る
条
件
を
定
め
た
契
約
で
中
小
企
業
の

新
た
な
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
四
号
）
第
五
条
第
二

項
第
三
号
ニ
に
規
定
す
る
投
資
に
関
す
る
契
約
に
該
当
す
る
も
の

二

法
第
三
十
七
条
の
十
三
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
株
式
会
社
に
該
当
す
る
特
定
中
小
会
社

当
該
特
定
中
小
会

社
と
の
間
で
締
結
す
る
特
定
株
式
に
係
る
投
資
に
関
す
る
条
件
を
定
め
た
契
約
で
地
域
再
生
法
施
行
規
則
（
平
成

十
七
年
内
閣
府
令
第
五
十
三
号
）
第
十
八
条
第
八
号
に
規
定
す
る
株
式
投
資
契
約
に
該
当
す
る
も
の

第
十
八
条
の
十
五
第
五
項
第
五
号
中
「
第
八
項
第
一
号
ロ
」
を
「
第
九
項
第
一
号
ロ
」
に
、「
前
項
に
規
定
す
る
」
を

「
前
項
第
一
号
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
第
二
号
中
「
第
四
項
に
規
定
す
る
」
を
「
第
四
項
第
一
号
に
定
め

る
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
第
一
号
イ
]
中
「
第
四
項
に
規
定
す
る
」
を
「
第
四

項
第
一
号
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
号
ハ
\
中
「
前
項
各
号
」
を
「
第
七
項
各
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
]
中
「
前
項
第

二
号
」
を
「
第
七
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

法
第
三
十
七
条
の
十
三
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
株
式
会
社
に
該
当
す
る
特
定
中
小
会
社
が
発
行
し
た
特
定

株
式
で
あ
る
場
合

当
該
特
定
中
小
会
社
か
ら
交
付
を
受
け
た
地
域
再
生
法（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）

第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
地
方
公
共
団
体
の
当
該
特
定
株
式
に
係
る
基
準
日
に
お
い
て
\
か
ら
^
ま
で

に
掲
げ
る
事
実
の
確
認
を
し
た
旨
を
証
す
る
書
類
（
_
に
掲
げ
る
事
項
の
記
載
が
あ
る
も
の
に
限
る
。）

\

当
該
特
定
中
小
会
社
が
前
項
に
規
定
す
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

]

当
該
居
住
者
又
は
国
内
に
恒
久
的
施
設
を
有
す
る
非
居
住
者
が
取
得
を
し
た
株
式
が
、
当
該
特
定
中
小
会

社
が
地
域
再
生
法
第
十
六
条
の
確
認
を
受
け
た
日
か
ら
同
日
以
後
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
発
行
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

^

当
該
居
住
者
又
は
国
内
に
恒
久
的
施
設
を
有
す
る
非
居
住
者
に
よ
る
当
該
特
定
株
式
の
取
得
が
、
当
該
居

住
者
又
は
国
内
に
恒
久
的
施
設
を
有
す
る
非
居
住
者
と
当
該
特
定
中
小
会
社
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
第
四
項

第
二
号
に
定
め
る
契
約
に
基
づ
き
払
込
み
に
よ
り
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

_

当
該
居
住
者
又
は
国
内
に
恒
久
的
施
設
を
有
す
る
非
居
住
者
の
氏
名
及
び
住
所
、
払
込
み
に
よ
り
取
得
が

さ
れ
た
当
該
特
定
株
式
の
数
及
び
当
該
特
定
株
式
と
引
換
え
に
払
い
込
む
べ
き
額
並
び
に
そ
の
払
い
込
ん
だ

金
額

〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
八
十
五
号

地
域
再
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
七
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
地
域
再
生
法

（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
十
四
条
第
三
項
（
同
法
第
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
法
の
規
定
に
基
づ
き
利
子
補
給
率
を
定
め
る
件
（
平
成
二
十
年
内
閣
府
告
示
第
五
百
六

十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
地
域
再
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
十

一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

本
文
中
「
第
二
十
条
第
三
項
」を「
第
十
四
条
第
三
項（
同
法
第
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」

に
改
め
る
。

〇
総
務
省
令
第
九
十
五
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
法
第
十
七
条
に
規
定
す

る
事
業
を
定
め
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日

総
務
大
臣

樽
床

伸
二

地
域
再
生
法
第
十
七
条
に
規
定
す
る
事
業
を
定
め
る
省
令

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
十
七
条
に
規
定
す
る
同
法
第
五
条
第
四
項
第
三
号
ハ
に
規
定
す

る
事
業
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
国
庫
補
助
金
の
交
付
の
対
象
と
な
る
同
号
ハ
に
規
定
す
る
事
業
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
地
域
再
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
七
十
四
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成

二
十
四
年
十
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
し
、
平
成
二
十
四
年
度
の
地
方
債
か
ら
適
用
す
る
。

Ÿ
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